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3. 煙霧法によるスギノハダニの防除l) 柄井約六 ･台田Fj識 (八洲化学工双株式会社 研究所)
1965.ll.8.受ER

千葉県山武耶下に設班した実験地で瀬林田虫防除の特殊性から座頭法を村人し.スギ幼竹木加'IFの
スギノハダニを防除した.供託燕剤は有機燐剤と有機坦累剤との混合剤を使用した.薬剤はSwingfog

SN-7を用いて,林地気象が接地逆転現象の時に風上から煙霧した.15種類の供試薬刑から選択した

2租鯉頭刑の効果は,殺ダニ速効性 :Estox+Chlorobenzilate)Phenkapton+Chlorobenzilate,戟

ダニ性 :Estox+Chlorobenzilate手Phenkapton+Chlorobenzilate,残効性,殺卵性 :Phenkapton

+Chlorobenzilate)Estox+Chlorobenzilateであった.薬剤散布によってスギノハダニ個体群何度

が侠下した後,再び増兜する場合に, ロジスチック性が存在すると仮定して.そのPll約から実験約

求を分析すると,前述の2f屯煙霧刑をまいた場合の飽和符皮は,対象薬剤のそれJ:り低く. また防

除前の個体群密度より低かった. また内的自然増加率の伯も如散布区のそれと比較し舵かった. さ
らに薬剤施F71形倍と殺ダニ性との関係は. この実験の和田では煙霧刑)乳剤)粉剤)水和剤のPFZlSiであ

った.以上の実験耕架から防除効果,作菜能率などを考え合わせ,スギノハダニの防除に対し,柁

房法の可能性を認めた.

煙霧質良薬の利用は,省力的苦虫防除の見地から非

7即こ粥味深い.煙誘TI凸掛こは煙霧剤と煤煙剤などが

ある.この二つの煙霧質瓜薬の物理化学的性TIには只

なった性男が認められる.煙霧剤は紋体粒子であり.

煤煙剤は固体粒子であって,一紗 こ前者の方が付宕性,

浸透性などが優れていると思われる.そこで森林告虫

防除に煙霧剤の導入を試みた19).本文は,煙霧法によ

るスギノハダニ防除に関するものである.

本研死を行なうに当たり終始御指導と御鞭粒を賜わ

った千辞県林業試験場場長小川或平氏に対し深謝する

次節である.また本文を御校閲いただいた京都大学瓜

学部内田俊郎教挽 石井象二郎教授に拝謝する.本実

験は.千菜県林諜試験場経営研究室長米林依三氏,柿

芙PJFq技術員小柴 智氏,八洲化学工業株式会社研究

所取上 野氏,松石-樹氏の熱心な御協力により行な

われた.その御厚情を銘記して厚く感謝する.

実験材料および方法

実験体 :実験体は3咋生スギCryPtomcn'aja♪onEca

(晶招･山武スギ)机栽林であり,TIAS県11ほも郡山武町
へ. の千茄原林菜試験場内に約50a(約1,500本).-T･柴県

山武郡蛸芝町の民有林に約30a(約900本)の火映地を

設定した.

眺試薬剤 :供試非剤は郡1表の通りである.

出合剤の机み合わせは,迎合作用の理論にもとづき,

薬剤抵抗性発達のm J:,殺ダニ殺卵性の北脚などの概
点から,作FT7位川の相迎すると巧えられる殺ダニ刑を
2控混合し,処方引1;成した.

実験方法 :

1. 煙誘剤のScreening.械芝町の氏イJ柿からスギ

ノハダニPorGtetra〝yChusho〃doe〃Sfsの符址が認め

られる枝をiR lL,50ccの三Jtlフラスコに押して水を

供給した. つぎに桝拭技に対し,SwingfogSN-7の

Pn口を5mの肺雛に放出して30砂煙諜した.地用後ハ

ダニ逃亡防止のため水をfJ.HJした水盤巾に静田した.効

県調充は48時間後に実施し,雌成虫の生 ･死を双眼田

微鏡で祝祭した.本実験は1964年8月に実施した.

2･ 林地実敵 手燕県林業試験場梢内のスギ統裁杯

に,1薬剤につき約10αの実験区を設定した.各々の

実験区問には 3m の安全間隔を作った.薬剤の施用

は,Estox+Chlorobenzilateおよび Phenkapton+

ChlorobenZilateの両畑罪刑は 10a当り5tの難!nを

SwingfogSN-7畑房損で.Dimite+Chlorobenzilate
水和剤およびChlorobenzilate乳剤は各1.000倍紋を

1相当F)60ccK祉閏n式パイプミスト機で,それぞ

れ実施した.煙誘剤の施用は怖煙剤の施用理論にもと

づき,林地気象が接地逆転現象の時に0.3m/secの風

を利用して風上から実施した.効果調査は,薬剤施用

直前,施用後24時間,4,10,17日に実施した.調査方

法はいわゆる叩き落し法を採用し,生存虫数をルーペ

1) 木和rtの概要かま1965咋3月30E],日本応用動物昆虫学会大会に於いて訴輯発表した.
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Tab一e1. OriginalformulationsofAcaricidesusedinthisexperiment.

F｡,mulati｡ns i Application l Acaricides i Dilutionratioand
method l l Applicationdosage

+ Treetestedwas3yearsoldSanbusugi,CYyptomerz'a.

および双眼軒徴鏡で観察した.実験区を対角線に,1

相につきi幻ヒ各1枝づつ調査し,その生存個体数を災

卸した.なわt,調査所みの枝はラベルして以後調査し

なかった.

3. 兆剤舶用形博聞の殺ダニ性の比敵 城芝町のス

ギ仙叔休に.1兆剤につき約5aの実験区を設定した･

粉剤は背仏式動力散相磯を用い,他は前項と同じであ

ち.効米調丑は,兆剤触用後ただちに,各実験区から

任意に10校づつ採災し,水を供給した三角フラスコに

挿して.48時間後の雌成虫の生 ･死を観察した･

4. 越冬卵に対する殺卵性.子弟県林業試験場構内

のスギ植栽林から越冬卵の寄生が認められる枝を採災

し,500ccの三角フラスコに挿して水を供給した.咲

試技に対し,SwingfogSN-7の噴口を5mの距離に

放出して30秒煙霧した.施用後は温度25oC,関係氾

皮80%の恒温室に移し,日ごとの賂化数を双眼顕微鏡

で祝賀くした.さらに,薬剤施用による樹木恭害の有無

についても調査した.

実.験 括 果

1. 煙霧剤の Screeningの結果

15種類の供試非剤から,殺ダニ性についてScreening

を行なった結果,Estox:0,0-dimethylethylsulfinyl

isopropylthiophoshate.Phenkapton:0.0-diethyl

s-(2,5-dichlorophenylthiomethyl) phosphorodi･
thioateおよびVimidothion:0,0-dimethylS-〔21

⊂(1-methylcarbamoylethyl)thio)ethyl⊃phospho･

rothioateとChlorobenzilate:ethy1-4,4'-dichloro･

20

benzilate との組み合わせがもっとも有効であった.

それらのなかから,経済性などを考hEして Estox+

Chlorobenzilateおよび Phenkapton+Chloroben･

zilateの2種煙蜜剤が.林業薬剤としての適用性に好

むものと考えられる.

2. 林地実験の結果

実験結果は節1図の通りである.それぞれの実験区

の糸剤施用直前の生息密度を100としてその生存率で

あらわした.

煙誘剤間の効果は,殺ダニ速効性を24時間後の効鵜

で比較するとEstox+Chlorobenzilateが俊れ,殺ダニ

性を4日後の効果で比較すると両者の間に大差がなく.

残効性を10,17日後の効果で比較するとPhenkapton

+Chlorobenzilateが優れていた. 2毛虫煙寂剤は

Chlorobenzilate乳剤およびDimite+Chloroben2:ilate

水和剤よりも,殺ダニ速効性 殺ダニ性および残効性

に於いていづれも摩れていた.

さらに実験結果を虫恐別に調らべると郡2図の池り

である.

煙霧剤の効果は,成虫に対して.煙誘24時W後で銃

著な減少効果を示し,この実験の和田では以後成虫の

増加を認めなかった.幼虫に対しては,煙誘24時間後で

疏著な減少効果を示したが.Estox十Chlorobenzilate

では10日後,Phenkapton+Chlorobenzilateでは17日

後の観察で.新しい幼虫の再発生が認めらIlJた.この

ことからPhenkapton+Chlorobenzilateの方が殺卵

性に優れていると瓜われる.Dimite+Chlorobenzilate

水和剤およびChlorobenzilate乳剤では,幼山は前者
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Fig.1. ComparisonoftheeffectivenessofacaricidestoallstagesoftheCryptomeria
redmite,ParatcEranychushondoensls.Appliedbytoggingandmistspray･
DataofOctober･November,1964.Sanbu,Chiba.
A:Estox+Chlorobenzilate,Fog. B:Phezlkapton+Chloroben2;ilate,Fog.
C:Dimete+ChlorobenzilateW.PりMist.D:ChlorobenzilateE.,Mist.

E:Untreated.(Averagevalue)
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Fig.
2
.
ComparisonoftheeffectivenessofacaricidestodifferentstageoftheCryptomeria

redmite.
PDratetranyChushondoensL'S･
Appliedbyfoggingandmistspray･
Data

ofOctober･November,
1964
.
Sanbu,
Chiba.
A:Estox+Chlorobenzilate,
Fog.
B:Phenkapton+Chlorobenzilate,
Fog.
C:Dimete+ChlorobenzHateW.
P
.,
Mist.
D:ChlorobenzilateE.,
Mist.
E:Untreated.
(Averagevalue)Adult-+-
Larvae---0---
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Table2. Ecologicalanalysisoneffectivenssofacaricides.★

Treatments

Estox+Chlorobenzilate,Fog.

Phenkapton+Chlorobenzilate,Fog.

Dimite+ChlorobenzilateW.P.,Mist.

ChlorobenzilateE.,Mist.

Untreated

8

8

0

0

3

3

tJ
2

8

8

1

1

8

5

2

1

3

● Calculatedfrom4daysaftertreatment

が4日後,後者が10日後の観察で新しい幼虫の再発生

が認められ,17E]後にはもとの状態に回配した.

Stage問の薬剤感受性は,いづれの薬剤についても,

城山より幼虫の方が高かった.

つぎに米剤防除4日以後に於ける,各実験区の個体

群の増殖が,ロジスチック曲線をえがくと仮定して森

下の方法16)で突放結果の数虫的分析を行なった.

各実験区に於ける飽和密度K,円的自然増加率′の

伯を求めると節2表の通りである.

rが大きいほど個体群は時間とともに急政に個体数

を増加して行く.Kの伯に達するにおよんで停止し,
以後胴体耶密度は安定した平衡状闇を障つ.

兆剤防除を実施後.スギノハダニ個体群の増殖がロ

ジろチック性に支配されるとすれば,各実験区に於け

る桐肘糾1,放後に節3表に示す飽和密度に逮すると

ともに,それ以後は密皮の変動のない平衡状隈に入る

はずである.

式で求めた飽和密度の伯を防除前の個体群密度と比

校すると,防除前の個体群密度を100とすれば,Estox

+CblorobenzilateのFog区は13.8でありPhenkapton

+Chlorobenzilateの Fog区は17.8であって,供試

兆剤が111でもっとも低かった.Chlorobenzilate乳剤
の Mist区は58.0であり,薬剤の効果が認められた

が.Dimite+Chlorobenzilate水和剤の Mist区は

182.0であって,防除前の個体群密度より高い密度で

Table3. Comparisonoftheeffectivenss

あった.また無散布区は328.3であり,約3倍の高密

度に達していた.

次に,内的自然増加率は,無散布区に比唆し,Estox

+Chlorobenzilate,Phenkapton+Chlorobenzilate

の各Fog区の場合は,低い数値を示したが Dimite+

Chloroben2;ilate水和剤,Chlorobenzilate乳剤の各

Mist区の場合は逆に高い数値を示していた.

薬剤防除によって大部分の個体が亡ぼされ,生き残

り個体からもとの状態に回復するまでの時間の長矧も

Yの大きさに依存する.Yの値はもちろん種によって

異なるとともに,同じ超でも個体群のおかれた群墳条

件によっても異なる.ここでは薬剤散布と言う一種の

環境抵抗を形成した中でのrの値を比校したものであ

る.

3. 薬剤施用形態間の殺ダニ性の比校

Estox,Chlorobenzilate混合処方の感涙剤,乳剤,

粉剤および水和剤のスギノハダニに対する殺ダニ性を

比校した.自然死亡率に対し, ABBOTrの祁正を施し

た.実験結果は節3表の通りである.

薬剤施用形値問では,それぞれの投与光量は若干相

追するが,殺ダニ性は,この実験の範囲では煙誘剤が

もっとも高く,乳剤,粉剤がこれにつぎ,水和剤がも

っとも低かった.

4. 越冬卵に対する殺卵性

ハダニ防除の場合,薬剤の殺卵性はハダニの増姫を

amongcertainformulationscomtainillgEstox

andChlorobenzilateagainstCryptomeriaredmite.PayatetranychushondocnsL'S.Applied
byfogging,dustingandmistspray.Mortalitieswererecordedafter48hourslater.
ThepercentageswerecorrectedbyAbbott'sformula.DataofAugust,1964,Yokosiba,
Chiba.
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Table4. ComparisonoftheovicidaleffectivenessofacarjcidalmixturestoPorateLranychus
ho〃docnsE'sEhara.AppliedbyFogging.DataofMarch,1965.25oC.氏.H.80%.

~~川 .Ji= jLc-i-dT ~一--…I…｢ Ibff;jib-ear,;ojic-ea義.L;:r ㌫ 言 ;lc這 ~LT -~NMqorMtAaLti-tyL-

Estox+Chlorobenzilate

Phenkapton+Chlorobenzilate

Untreated

長期間抑制する忠味でもっとも歪要である･越冬卵は

卿 ヒ期が近づくにしたがって,薬剤に対する抵抗力が

低下するので.この時期の防除が効果的である･そこ

でこの時糊の畑霧剤の殺卵性を観察した.実験結果は

節4表の退りである,

耶4表の結果から明らかなように.両班誘剤はかな

りの殺卵性が認められた.

さらに,'薬剤施用による枯木ikjul･の有知を調ffした

が,いづれの薬剤も兆苔は観察されなかった.

論 構

スギノハダニは,近年森林苦虫としての或安佐が

旧柄されている.主に6年生までの杉林の被告が目立

ち,高密度になれは樹木の生長がいちじるしく阻fl･さ

れる.

木理を防除するにあたり,生掛 こついては,藍野 ･

萩EiCJ･り),森Il･lち)の研死がある.それによるとスギノ

ハダニは卵で越冬し,越冬卵は3月下旬より4月中旬

にかけて卿化する.その後傾次世代を練り返えし.

1959年の調査では11臥 1960年の調査では12回を繰り

返した.この年間世代数が年によって変動するのは,

初夏から初秋にかけての温度条件が特に関与している

と言われる.越冬卵は10月下旬より11月中畑に産下さ

れる.本手劉ま旺盛な繋殖力を有するため,少数の個休

が残存していてもすぐ増殖し被告を生じるようになる.

盛夏期には幼,成虫が減少するが,5月中,下旬およ

び9月巾,下佃は繋柄に好適な気象条件と言われ,こ

の時期に於ける生息密度が年間を通じて一番高い.

本球の化学的防除法については,いろいろ研究が進

められ1･3･り〇･11･12･13-17･18･20卯,現在つぎの防除方法が採

IT7されている.すなわち,瓜娼糊の防除として Neo･

sappiran.DN などの粉,乳剤の散れ また地形急峻

な山店地相などで粉,乳剤散布の囚邦な場所では

Chlorobenzilate柵焼刑の班用が災用化されている.
さらにJTL群期yJ'除として押化近い越冬卵に対し Sap-

piranの乳,水和剤の散棚が効果的とされている.

しかし実際邦剤防除を火触する場合に,西畑では乳

剤や水和剤のRIJ77はTiJ他であるが,林地では水利の関

係から乳,水和剤よりも,粉剤や畑煙剤を桃川した方

が比較的容易である.また地形急峻でしかも広大な田

柄の被害地での防除即発では,煙誘剤や炊煙剤などの

煙霧質良薬の使用が省力的薬剤散布技術の両から多く

の利点を有すると凪われる.

畑煙剤は殺卵性にとぽしく. 1回の防除ではスギノ

ハダニの増雅を功glrl"J抑圧することができない.煙務

法は紋体の煙霧Jlのため付耶し劫く,畑相法は同作の
煙霧質のため付新し射たい.また没透性のJ!.iについても

前者の方が優れているとlilわれる.頼杯出血yJ'除では

従来から煤煙剤が多く班われていたが.さきに述べた
理由から虎濁沈は.新しい畑誘TIE3米の利用として江
日されよう.

ハダニ軌ま兆剤によって抵抗性や安芸三成抗性が窄姐
に発現される.咋T..qtuLt数の多いハダニ獄は.fttl出切
よりも柴剤抵抗性の発現がEilいと召われ 現在ハダニ

の糸剤拡抗性の閃跡 ま.立として舛主税u血防除の分野
で活矧 こ論議されている.釈刺状抗性は主としてハダ
ニが兆剤により城田rflで軸汰され,そのF.fi災難剤に対
し蛇抗力の強い個体が選び山される現豹であって.も

ともと抵抗性系統は極めて少ない卯皮でしかTj在しな

いl).

したがって防除を行なう似合,共剤抵抗性を生じな

いようにする配慮が必要である.Demerece)は抗生物

質に対する細菌の抵抗性発達を阻止する方法として,

作用機構の相違する2種抗生物TIの混合剤の班mが有

効であることを指摘した.ハダニの柴剤紙抗性の発過
が細菌と同Wl向ならば,只なる作JT]槻mの有機燐系殺
ダニ剤とTf機脱苅系殺ダニ刑とを配合した況合剤の使
用がflほ しいと.Uわれる.またTI機燐系殺ダニ剤と有

積出茶系殺ダニ剤との交互施用も有効であろう.

前述したように.年TlTU牡代数が多く,旺盛な繁殖力

を有するスギノハダニを防除する場合,言うまでもな

く殺ダニ性,穀卵性ともに優れた薬剤が望まれる.

この観点から,本実験に供試した薬剤は,薬剤抵抗

性に関する考嵐 殺ダニ殺卵性の兼僻,さらに混合薬

剤間の協力作用などを目的として, 1種の有機燐系殺

ダニ剤と1種の有機塩素系殺ダニ剤とを混合した混合
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油剤である.

林地実験に供した Estox+Chlorobenzilateおよび

Phenkapton+Chloroben2:ilateの各煙霧剤はChloro･

benzilate乳剤およびDimite+Chlorobenzilate水和

剤の各1,000倍より殺ダニ性,速効性,残効性に於い

ていづれも優れていた.薬剤散布によってスギノハダ

ニ個体耶密度が低下した後,再び増殖する場合にロジ

スチック性が認められるとして,その理論から実験結

鵜を分析すると,前述の2種煙宗剤の飽和密度は他の

水和札 乳剤に比較し明らかに低く,また防除前の個

体が密度より著しく低かった.スギノハダニに対し,

2校旭nd剤は鋭著な防除効果を示し,高い実用性が認

められた.

これらの叫火から,スギノハダニ防除に煙渓法の可

随性が認められた.本文では,煙留法によるスギノハ

ダニ防除について.WuL緒の事実を示したにすぎないが,

防除効他 作光能率などを考え合わせ,従来から実施

されている防除法と比較し,煙霧法が一層的確でしか

も総革的な防除効果をあげ得るのではないかと思われ

ち.

戯作'b山防除の今後の課題は,化学的,機械的,物

1FJllrJ,林光的および生物的防除法などを如何に綜合調

和させるかである.告虫の高密度林分に於いては,一

時的にできるだけ選択性を有する殺ダニ剤の化学的防

除に班lI･するのもやむを得ないが.低密度林分に於い

ては,出物的防除などの他の防除法とのも等分地用,衣

互仙川を考えていくことが望ましい.

このL出血から.化学的防除法を森林告虫防除の巾に,
も'1柾的に放り入れることにより,一層生産性の向上を

図ることができるであろう.

摘 要

1. スギノハダニは昭和32年頃から各地で多発し,

現在森林'JuL虫としての重要性が指摘されている.本種

の化学的防除法として,従来から主に乳剤,粉剤およ

び畑地剤などが使用されている.しかしこれらは森林

日出防除の特殊性から考えて一長一短があり,かなら

ずLもFJ!瓜的な防除法とはいえない.そこで一層有効

でしかも能率的な防除法を光明する目的で.煙霧法を

導入しその可能性を研究した.

2. 実験体は千茄鵜山武郡下の3年生スギ旭栽林に

設起し,薬剤は,薬剤抵抗性に関する考慮,穀ダニ,

殺卵性の兼嵐 効果の促進,経済性などの観点から検

討し,Phenkapton,Estoxおよび Chloroben2;ilate

などの有機燐剤と有機塩素剤との2種混合油剤を供試

した.また薬剤散布用機具は SwingfogSN-7煙霧機

を用い,また背負式ミスト機,散粉機を班用した.
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3. 煙霧剤の施用は,林地気象が接地逆転現象の時

に0.3m/secの風を利用して風上から感涙した.

4. その結果,煙諜剤間の効果は,殺ダニ速効性 :

Estox十Chlorobenzilate)Phenkapton+Chloroben･

zilate.殺ダニ性 :Estox+Chlorobenzilate≒Phenka･

pton+Chlorobenzilate,殻卵性残効性 :Phenkapton

+Chlorobenzilate)Estox+Chlorobenzilateであっ

た.

5. 薬剤散布によって個体群密度が低下した後.再

び増殖する場合に,ロジスチック性が認められるとし

て実験結果を分析すると,前述の2種煙霧剤の飽和密

度は,対象薬剤のそれより低く,防除前の個体群密皮

より著しく低かった.K,Yの他により殺ダニ剤の選別

を試み,有効な方法であることを指摘した.

6. 薬剤施用形態と殺ダニ性との関係は,この火映

の粒園では煙窟剤)乳剤)粉剤)水和剤の順序'であった.
また虫態問の糸剤感受性は,成虫よりも幼虫の方が祐

かった.

7. 以上の実験結果から,煙頭法は有効であり,ス

ギノハダニ防除の省力的防療法として,期待でき得る

ものと考える.
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SummAry

1. Cryptomeria red mite.Paratctranyclzus

ho〝docnsfsEharaisoneoftheimportantforest

pestsinJapan.Chemica一controlmethodofthis

pestwasdonebysmoke.sprayinganddustingof

severalacaricides.However..thesecontroltech･

niquesarenotadequateforsteepslopofmauntain･

ousarea. TheexperlmentSWereattemptedto

findmoreeasymethodforcontrollingthemites

byusingtheliquidorwettableacaricides.

2.TreestestedwereJapaneseceder,CyyzltOmeria

ja♪onfca,Race:(Sanbu･Sugi,3yearsold).Two

forestsapplliedwere50a(about1,500 trees)in

Sanbu machinear Chiba PrefecturalForest

ExperimentStationand30a(about900trees)in

Yokoshibamachi,ChibainJapan.Combinations

ofacaricidesweredoneunderconsiderationof

thepreventionofacaricidalresistance,possesing

ovicidalandadultkillingpropertiesanddifferent

modeofaction.Originalformulationwasdesigned

bymixingchlorinatedandorganophosphateaca･

ricides.Inthistests,combinationsbetweenEstox

andChlorobenzilate,PhenkaptonandChloroben･

zilate.Dimiteand Chlorobenzilatewereused.

AcaricidalfogwasgeneratedbyaSwingfogSN-7

machine,andWettableandMistsprayingwere

byaknapsacktypemistblower.

3. Theacaricidalmixturesweretoggedby

Swingfogwhenairreverselayeroccuredinearly

morning.TwopromlSlngaCaricidalformulations.

EstoxplusChlorobenzilateandPhenkaptonplus

Chlorobenzilatewerescreendfrom 15different

formulations. Directacaricidalaction ofthe

mixtureofEstoxandCh10robenzilatewasmore

effectivethantheothers.Longlastingandovicidal

actionofthemixtureofPhenkaptonandChloro･

benzilatewasmoreeffectivethantheothers.

4.1fthemitepopulationincreasecanbeindicated

bylogisticcurve,populationdensityofCryptomeria

redmitesdecreasesafterfoggingofacaricides.

Saturationpointofpopulationcanbeestimated

byK andrcalculatedbyMorishita'smethod

(1961)･Saturation.pointsaftertheapplicationsof
theabovetwopromisingmixtures(Estoxand

Chlorobenzilate,PhenkaptonandChlorobenzilate)

werelowerthanthosebeforefogging.Theintrinsic

ratesofincreasewerelowerinappliedareathan

thecontrolarea.

5. Theeffectivenessofthetypeforapplying

acaricideswasasfollowsinthedescendingorder:

foggingsolution)emulsifierconcentrate)dust)

wettablepowder. Inconclusion,the fogging

methodisapplicableforpracticalcontrolofthe

Cryptomeriaredmite,Paratctyanychushondoensis

Studies0ntheTestingMethodsforLaryicideB(I).DifferenceinEvaluatingtheEffectiveness

ofLarvicidesbyVariousTestingMethods.Altifumi HAYASmandAkiraITOOA.(Laboratryof

AppliedEntomology.TaishoPharm.,Co.,LTD.,Toshima･ku.Tokyo)ReceivedNovember

10,1965.Botyu･Kagaku,31.25.1966.(withEnglishSummary,29)

4･ 殺姐剤の効力試験法に関する研究. (第1報).試験法が殺姐剤の効力の変動に及ぼす経ち馴こ
ついて1)林 晃史･糸賀 章 (大正製菜株式会社 防虫科学研究室 東京)45.ll.10受FJl

イエバエ柊齢幼虫に対して,DDVP,r-BHC及び O-dichlorobenzeneの効力を5万比で評価し

た. この結果,朝出効果は実験方法によってかなり変動するUTがわかった. まT=状的方比としては

短時間浸㍍法が適していると考えた.

殺姐剤の効力の&'内試験法に関しては,大汎 良沢7)

(1949),遠山.鈴木)･2)(1954).鈴水n(1955),井上d)

(1955),上W.松山9)(1956)及び水谷.仙B)(1965)等

の稚LBがある.又.殺虫剤将帥こも2.3の例が記載

されている10).しかし,そのいずれも再現性の問題や

1) 水和の冊熟よ耶14回日本相生動物学会大会にて発
光した.

災際の駆除効果の11払i:と云う両より考えれば更に検討
を必要とする点がすくなくないと考えられる.

著者等は再現性が高く,短期間で容易に実施し得る

方法を知る目的で実験を計画した.この最初の試みと

して既知の方法で,方法問の特異性を比較検討し,知

見を得たので報告する.

本文に入るに際し,日田より粒々の御田村をいただ
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